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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケース本体と、
　前記ケース本体に対して回転可能に取り付けられる回転ベゼルと、
　前記ケース本体に取り付けられ前記ケース本体および前記回転ベゼルの間に配置される
ばね部材とを備え、
　前記回転ベゼルは、回転方向に沿って設けられたクリック用係合部およびロック用係合
部を有し、前記ケース本体に対して時計厚さ方向に移動可能に取り付けられ、
　前記ばね部材は、
　前記回転ベゼルを時計表面側に付勢する付勢片と、
　前記回転ベゼルの回転操作時に前記クリック用係合部と係脱するクリック片と、
　前記回転ベゼルの時計表面側への移動により前記ロック用係合部と係合して前記回転ベ
ゼルの回転を防止し、前記回転ベゼルの時計裏面側への移動により前記ロック用係合部と
の係合が解除されて前記回転ベゼルの回転を許容するロック片とを備え、
　前記回転ベゼルは、
　前記クリック用係合部が設けられたベゼル本体と、
　前記ベゼル本体に固定され前記ロック用係合部が設けられた固定部材とを備える
　ことを特徴とする回転ベゼル付時計。
【請求項２】
　ケース本体と、
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　前記ケース本体に対して回転可能に取り付けられる回転ベゼルと、
　前記ケース本体に取り付けられ前記ケース本体および前記回転ベゼルの間に配置される
ばね部材とを備え、
　前記回転ベゼルは、回転方向に沿って設けられたクリック用係合部およびロック用係合
部を有し、前記ケース本体に対して時計厚さ方向に移動可能に取り付けられ、
　前記ばね部材は、
　前記回転ベゼルを時計表面側に付勢する付勢片と、
　前記回転ベゼルの回転操作時に前記クリック用係合部と係脱するクリック片と、
　前記回転ベゼルの時計表面側への移動により前記ロック用係合部と係合して前記回転ベ
ゼルの回転を防止し、前記回転ベゼルの時計裏面側への移動により前記ロック用係合部と
の係合が解除されて前記回転ベゼルの回転を許容するロック片とを備え、
　前記回転ベゼルは、
　ベゼル本体と、
　前記ベゼル本体に固定され前記クリック用係合部および前記ロック用係合部が設けられ
た固定部材とを備える
　ことを特徴とする回転ベゼル付時計。
【請求項３】
　ケース本体と、
　前記ケース本体に対して回転可能に取り付けられる回転ベゼルと、
　前記ケース本体に取り付けられ前記ケース本体および前記回転ベゼルの間に配置される
ばね部材とを備え、
　前記回転ベゼルは、回転方向に沿って設けられた係合部を有し、前記ケース本体に対し
て時計厚さ方向に移動可能に取り付けられ、
　前記ばね部材は、前記ケース本体に固定される第１ばね部材と、前記第１ばね部材およ
び前記回転ベゼル間に配置され、時計厚さ方向に移動可能な第２ばね部材とを備えて構成
され、
　前記第１ばね部材は、
　前記第２ばね部材を時計表面側に付勢する付勢片と、
　前記回転ベゼルの時計表面側への移動により前記係合部と係合して前記回転ベゼルの一
方向への回転を防止し、前記回転ベゼルの時計裏面側への移動により前記係合部との係合
が解除されて前記回転ベゼルの一方向への回転を許容するロック片とを備え、
　前記第２ばね部材は、
　前記回転ベゼルの回転操作時に前記係合部と係脱し、係合状態にて前記回転ベゼルの他
方向への回転を防止するクリック片を備える
　ことを特徴とする回転ベゼル付時計。
【請求項４】
　請求項３に記載の回転ベゼル付時計において、
　前記第２ばね部材には、前記回転ベゼルの時計裏面側への移動により前記ロック片を押
圧して前記係合部から外す押圧部が設けられている
　ことを特徴とする回転ベゼル付時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は回転ベゼル付時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ダイバーズウオッチやスポーツウオッチなど、回転ベゼルを有する時計として、
例えば、特許文献１に記載の時計装置が知られている。
　特許文献１に記載の時計装置は、ケース本体と、環状の回転ベゼルと、ケース本体に支
持されて回転ベゼルと係脱するクリック部材とを備えている。回転ベゼルの表面には、時
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計の指針に対応した目盛りなどが表示され、指針と目盛りとの関係を設定することにより
、所定の情報が得られるようになっている。回転ベゼルの裏面には、回転ベゼルの回転方
向に沿ってクリック溝が設けられ、クリック溝に対向したケース本体の装着溝内には、弾
性材料を用いたクリック部材が装着されている。クリック部材の先端は、クリック溝と係
合している。
【０００３】
　このような時計装置では、クリック部材の弾性力に抗して回転ベゼルを回転操作すると
、回転ベゼルのクリック溝とクリック部材との係合が外れ、回転ベゼルを回転させること
が可能である。回転ベゼルの回転操作中においては、クリック溝の凹部がクリック部材の
先端を通過することで、クリック感が得られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１８６２７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の回転ベゼル付時計では、回転ベゼルに回転方向への操作力が作用
すると、クリック溝とクリック部材との係合が外れて回転ベゼルが回転してしまう。回転
ベゼルが不用意に回転すると、回転ベゼルの表面に表示された目盛りと指針との関係を適
切に維持することができず、正確な情報が得られないという問題がある。
【０００６】
　本発明の目的は、操作時以外の回転ベゼルの回転を確実に防止できる回転ベゼル付時計
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の回転ベゼル付時計は、ケース本体と、前記ケース本体に対して回転可能に取り
付けられる環状の回転ベゼルと、前記ケース本体に取り付けられ前記ケース本体および前
記回転ベゼルの間に配置される環状のばね部材とを備え、前記回転ベゼルは、回転方向に
沿って設けられたクリック用係合部およびロック用係合部を有し、前記ケース本体に対し
て時計厚さ方向に移動可能に取り付けられ、前記ばね部材は、前記回転ベゼルを時計表面
側に付勢する付勢片と、前記回転ベゼルの回転操作時に前記クリック用係合部と係脱する
クリック片と、前記回転ベゼルの時計表面側への移動により前記ロック用係合部と係合し
て前記回転ベゼルの回転を防止し、前記回転ベゼルの時計裏面側への移動により前記ロッ
ク用係合部との係合が解除されて前記回転ベゼルの回転を許容するロック片とが設けられ
ていることを特徴とする。
【０００８】
　本発明によれば、回転ベゼルの操作時以外のときには、回転ベゼルがばね部材の付勢片
により付勢されて時計表面側のロック位置にあり、回転ベゼルのロック用係合部とばね部
材のロック片とが係合状態となって回転ベゼルの回転がロックされる。これに対し、回転
ベゼルの操作時には、回転ベゼルを付勢片による付勢力に抗して時計裏面側に移動させる
。こうすることで、回転ベゼルはロック解除位置に移動し、回転ベゼルのロック用係合部
とばね部材のロック片との係合が外れ、回転ベゼルを回転させることが可能である。そし
て、回転操作を止めることで、付勢片により回転ベゼルがロック位置に戻され、ロック用
係合部とロック片とが係合して再びロック状態となる。従って、操作時以外の回転ベゼル
の回転を確実に防止できる。
【０００９】
　なお、回転ベゼルの回転操作中においては、クリック片がクリック用係合部に係合する
状態と、係合が解除された状態とが交互に発生する。このため、回転ベゼルの操作者はク
リック感が得られ、操作性が向上する。



(4) JP 6578975 B2 2019.9.25

10

20

30

40

50

　また、回転操作を止めた時点では、クリック用係合部にクリック片が係合した状態とな
る。ロック用係合部およびクリック用係合部の数や位置関係を対応させておくことで、ク
リック片がクリック用係合部に係合した状態のまま回転ベゼルが時計表面側に付勢されて
ロック位置に移動すると、ロック片がロック用係合部と係合し、回転ベゼルの回転がロッ
クされることとなる。つまり、回転ベゼルはロック解除位置からロック位置に戻る間に、
回転方向へ位置ずれすることがなく、回転を停止させた位置での表示内容を確実に維持で
きる。
【００１０】
　本発明の回転ベゼル付時計において、前記回転ベゼルは、前記クリック用係合部が設け
られたベゼル本体と、前記ベゼル本体に固定され前記ロック用係合部が設けられた環状の
固定部材とを備えていてもよい。
　本発明によれば、複数のロック用係合部をベゼル本体とは別部材である固定部材に設け
、その固定部材をベゼル本体に固定するので、ロック用係合部をベゼル本体に直接設ける
必要がなく、ベゼル本体の形状を簡素化でき、ベゼル本体を容易に製作できる。
【００１１】
　本発明の回転ベゼル付時計において、前記回転ベゼルは、ベゼル本体と、前記ベゼル本
体に固定され前記クリック用係合部および前記ロック用係合部が設けられた環状の固定部
材とを備えていてもよい。
　本発明によれば、ロック用係合部に加えてクリック用係合部をも固定部材に設けること
で、ベゼル本体に直接設ける必要がないため、ベゼル本体の形状をさらに簡素化でき、ベ
ゼル本体を一層容易に製作できる。
【００１２】
　本発明の回転ベゼル付時計において、ケース本体と、前記ケース本体に対して回転可能
に取り付けられる環状の回転ベゼルと、前記ケース本体に取り付けられ前記ケース本体お
よび前記回転ベゼルの間に配置される環状のばね部材とを備え、前記回転ベゼルは、回転
方向に沿って設けられた係合部を有し、前記ケース本体に対して時計厚さ方向に移動可能
に取り付けられ、前記ばね部材は、前記ケース本体に固定される第１ばね部材と、前記第
１ばね部材および前記回転ベゼル間に配置され、時計厚さ方向に移動可能な第２ばね部材
とを備えて構成され、前記第１ばね部材は、前記第２ばね部材を時計表面側に付勢する付
勢片と、前記回転ベゼルの時計表面側への移動により前記係合部と係合して前記回転ベゼ
ルの一方向への回転を防止し、前記回転ベゼルの時計裏面側への移動により前記係合部と
の係合が解除されて前記回転ベゼルの一方向への回転を許容するロック片とを備え、前記
第２ばね部材は、前記回転ベゼルの回転操作時に前記係合部と係脱し、係合状態にて前記
回転ベゼルの他方向への回転を防止するクリック片を備えていてもよい。
　本発明によれば、第１ばね部材のロック片および第２ばね部材のクリック片が回転ベゼ
ルの共通の係合部と係脱する。そして、本発明では、操作時以外のときには、係合部と係
合しているクリック片が回転ベゼルの他方向への回転を防止する。従って、ロック片とし
ては、係合部と係合して回転ベゼルの一方向への回転を防止可能な形状であればよく、簡
易な形状でよい。また、本発明での回転ベゼルとしては、クリック片およびロック片が係
脱する共通の係合部を設けるだけでよい。このような係合部は、従来の回転ベゼル付時計
に設けられている係合部と同じ構造となり、既存の回転ベゼルを流用することが可能とな
る。
【００１３】
　本発明の回転ベゼル付時計において、前記第２ばね部材には、前記回転ベゼルの時計裏
面側への移動により前記ロック片を押圧して前記係合部から外す押圧部が設けられている
ことが好ましい。
　本発明によれば、操作時において、押圧部を介してロック片を確実に押圧でき、係合部
から外してロックを解除することができる。
【発明の効果】
【００１４】
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　本発明によれば、操作時以外の回転ベゼルの回転を確実に防止できる回転ベゼル付時計
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る回転ベゼル付時計を示す平面図。
【図２】第１実施形態の回転ベゼル付時計の内部構造を示す断面図。
【図３】第１実施形態の回転ベゼル付時計を構成する外装部品を示す分解斜視図。
【図４】第１実施形態の回転ベゼル付時計の固定部材およびばね部材を示す拡大斜視図。
【図５】第１実施形態での回転ベゼルの回転操作時以外の状態を示す拡大断面図。
【図６】第１実施形態での回転ベゼルの回転操作時の状態を示す拡大断面図。
【図７】本発明の第２実施形態に係る回転ベゼル付時計の固定部材およびばね部材を示す
斜視図。
【図８】第２実施形態での回転ベゼルの回転操作時以外の状態を示す拡大断面図。
【図９】第２実施形態での回転ベゼルの回転操作時の状態を示す拡大断面図。
【図１０】本発明の第３実施形態に係る回転ベゼル付時計のばね部材を示す斜視図。
【図１１】第３実施形態での回転ベゼルの回転操作時以外の状態を示す拡大断面図。
【図１２】第３実施形態での回転ベゼルの回転操作時の状態を示す拡大断面図。
【図１３】第３実施形態での回転ベゼルの回転操作時以外の状態を示す別の断面位置の拡
大断面図。
【図１４】第３実施形態での回転ベゼルの回転操作時の状態を示す前記別の断面位置の拡
大断面図。
【図１５】第３実施形態での回転ベゼルの回転操作時以外の状態を示すさらに別の断面位
置での拡大断面図。
【図１６】第３実施形態での回転ベゼルの回転操作時の状態を示す前記さらに別の断面位
置での拡大断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
〈第１実施形態〉
　以下、本発明の第１実施形態に係る回転ベゼル付時計１０について、図面に基づいて説
明する。なお、後述する第２、第３実施形態において、以下に説明する第１実施形態の部
材と同一の部材や同一機能を有する部材には同一符号を付し、それらの説明を省略または
簡略化する。
　図１は、本実施形態の回転ベゼル付時計１０を示す平面図である。図２は、回転ベゼル
付時計１０の内部構造を示す断面図である。図３は、回転ベゼル付時計１０を構成する外
装部品を示す分解斜視図である。
【００１７】
［回転ベゼル付時計の概略構成］
図１～図３において、回転ベゼル付時計１０は、金属製で扁平な円筒状のケース本体２０
、ケース本体２０内に設置された文字板３０、文字板３０を覆うカバーガラス４０、秒針
、分針、時針を備え文字板３０およびカバーガラス４０の間に設置された指針５０、ケー
ス本体２０内に収容され指針５０を駆動するムーブメント６０（図２参照）、およびケー
ス本体２０の時計裏面側の開口部分を覆う裏蓋７０を備える。
【００１８】
　ケース本体２０の側面には、ムーブメント６０および指針５０の調整や設定を行うため
のりゅうず２１が配置されている。なお、りゅうず２１に隣接してボタン類が設置されて
もよい。
　文字板３０および指針５０は、時刻表示可能に構成され、カバーガラス４０を透して時
計表面側から視認できるようになっている。
　カバーガラス４０は、サファイアガラス等で形成され、ケース本体２０の時計表面側に
形成された筒状のガラス縁２２内において、環状の見切り部材２３および環状のプラスチ
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ックパッキン２４を介して保持されている。
【００１９】
　ムーブメント６０は、指針５０を駆動するステップモーターおよび輪列を備えるととも
に、ステップモーターの駆動を制御する制御回路基板を備えている。
　裏蓋７０は、雄ねじ部７１を有している。雄ねじ部７１がケース本体２０に刻設された
雌ねじ部２５に螺合されている。このため、裏蓋７０は、防水パッキン２６を介してケー
ス本体２０に着脱自在に設けられている。
【００２０】
［回転ベゼル］
　本実施形態の回転ベゼル付時計１０は、外装部品として、以上のケース本体２０、カバ
ーガラス４０、裏蓋７０の他、回転ベゼル８０を備えている。
　図１～図３に示すように、回転ベゼル８０は、金属製、セラミック製、またはプラスチ
ック製で環状とされ、ケース本体２０のガラス縁２２の外周側に配置されている。回転ベ
ゼル８０はまた、ケース本体２０に回転可能で、時計厚さ方向に移動可能に設けられてい
る。すなわち、回転ベゼル８０は、図１中に矢印Ａで示す回転方向に回転可能であり、図
２中に矢印Ｂで示す時計厚さ方向に移動可能である。図２では、図中の上側が時計表面側
であり、図中の下側が時計裏面側である。このような回転ベゼル８０は、ガラス縁２２の
外周側に防水パッキン１１を介して嵌め込まれる環状のベゼル本体８１と、ベゼル本体８
１に固定される環状の固定部材８２とを備えて構成される。
【００２１】
　ベゼル本体８１の裏面には、ケース本体２０側に向けて延出した固定部８３がベゼル本
体８１の周方向に連続して設けられている。この固定部８３の内周側には、固定部材８２
がかしめ等によって固定される。
【００２２】
　ベゼル本体８１の裏面において、固定部８３の径方向の内側には、時計表面側に窪んだ
逃げ溝８４が周方向に連続して設けられている。ベゼル本体８１の逃げ溝８４のさらに内
側には、周方向に沿って等間隔で配列された複数（例えば、６０個）の凹部８５Ａを有す
る溝状のクリック用係合部８５が設けられている。隣り合う凹部８５Ａの間は、凹部８５
Ａに対して時計裏面側に突出した部分であり、本実施形態では、この突出部分を凸部８５
Ｂとして図示してある。ベゼル本体８１の内周面には、径方向に対向するガラス縁２２側
に向けて突出したベゼル側係止部８６が設けられている。
【００２３】
［固定部材］
　図４は、固定部材８２および後述するばね部材９０の拡大斜視図である。
　図１～図４において、固定部材８２の内周部分には、径方向の外側に向けて四角形状に
切欠された複数（例えば、６０個）の切欠開口８７Ａが等間隔で設けられている。これら
の切欠開口８７Ａにより、固定部材８２の周方向に沿ったロック用係合部８７が形成され
ている。固定部材８２には、外側に突出した一対の固定片８８が設けられている。これら
の固定片８８がベゼル本体８１の固定部８３と共にかしめられ、固定部材８２がベゼル本
体８１に固定される。なお、詳細な図示を省略するが、ロック用係合部８７を形成する各
切欠開口８７Ａの表面側の辺縁のうち、回転方向の前後に位置する辺縁８７Ｂは、後述の
ばね部材９０のロック片９５の係脱がスムーズに行われるように面取りされており、面取
りされた辺縁に案内されるようにして固定部材８２側がロック片９５と係合する。
【００２４】
［ばね部材］
　一方、回転ベゼル８０とケース本体２０との間には、金属製のばね材料を用いて形成さ
れたばね部材９０が設置されている。
　ばね部材９０は、環状の本体部９１を備え、ベゼル本体８１の裏面と対向するケース本
体２０の平坦な設置面２７（図５参照）に設置される。本体部９１には、設置面２７に設
けられた取付孔２８に圧入等される脚部９２と、回転ベゼル８０を時計表面側に付勢する
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付勢片９３と、回転ベゼル８０（ベゼル本体８１）の回転操作によりクリック用係合部８
５と係脱し、回転ベゼル８０の一方向への回転を許容するするクリック片９４と、回転ベ
ゼル８０の時計表面側への移動によりロック用係合部８７と係合して回転ベゼル８０の回
転を防止し、回転ベゼル８０の時計裏面側への移動によりロック用係合部８７との係合が
解除されて回転ベゼル８０の回転を許容するロック片９５とが設けられている。
【００２５】
　脚部９２、付勢片９３、クリック片９４、およびロック片９５の周方向の位置は、互い
にずれている。
　脚部９２は、本体部９１の平面中心点に対して点対称位置に一対設けられ、本体部９１
の外周部分から径方向の外側に延出した延出片の曲げ加工により形成されている。つまり
、脚部９２は、その先端が時計裏面側に位置するよう、基端側を本体部９１に対して鉛直
に折曲して形成されている。
【００２６】
　付勢片９３は、本体部９１の平面中心点に対して点対称位置に一対設けられている。付
勢片９３は、先端に向かうに従って時計表面側に近づくように本体部９１から傾斜した状
態に起こされている。付勢片９３の基端から先端に向かう方向は、回転ベゼル８０の回転
方向（矢印Ａ参照）と同じである。また、付勢片９３の先端は、時計裏面側に折曲してお
り、その折曲部分がベゼル本体８１の下面に当接し、下面部分を傷つけることなく回転ベ
ゼル８０全体を時計表面側に付勢可能である。なお、付勢片９３の径方向の位置は、クリ
ック片９４の径方向の位置よりも外側にずれており、クリック片９４が係合するクリック
用係合部８５に付勢片９３が当接することはない。
【００２７】
　クリック片９４も、本体部９１の平面中心点に対して点対称位置に一対設けられている
。クリック片９４は、先端に向かうに従って時計表面側に近づくように本体部９１から傾
斜した状態に起こされている。クリック片９４の基端から先端に向かう方向は、回転ベゼ
ル８０の回転方向（矢印Ａ参照）と同じである。クリック片９４の先端は、付勢片９３と
は逆に、時計表面側を向くように折曲しており、先端が回転ベゼル８０のクリック用係合
部８５に対して斜め方向から嵌り込む。
【００２８】
　このようなクリック片９４は、回転ベゼル８０を矢印Ａで示す一方向へ回転させようと
すると、クリック用係合部８５の凸部８５Ｂで押圧されて弾性変形し、クリック用係合部
８５との係合が外れて凸部８５Ｂを一方向へ通過させる。これにより、回転ベゼル８０の
一方向への回転を許容する。さらに、クリック片９４の先端は、クリック用係合部８５の
凸部８５Ｂの通過直後や、回転ベゼル８０の操作時以外のときには、クリック用係合部８
５の凹部８５Ａに対して斜めに嵌り込んでいる。
【００２９】
　従って、回転ベゼル８０を他方向へ回転させようとしても、凸部８５Ｂがクリック片９
４の先端に引っかかり、クリック片９４が突っ張る状態となって対抗することとなり、回
転ベゼル８０の他方向への回転を防止する。つまり、クリック用係合部８５とクリック片
９４とにより、回転ベゼル８０の一方向への回転のみを許容するラチェット機構が構成さ
れる。
【００３０】
　ロック片９５は、本体部９１の外周から径方向の外側に延出した延出片の曲げ加工によ
り形成されている。ロック片９５は、その先端が時計表面側に位置するよう、基端側を本
体部９１に対して所定角度折曲して形成されている。ロック片９５の全体形状としては、
先細りの略台形状である。ロック片９５の先端は、径方向の外側に向けて折曲されており
、この折曲した先端部分が係脱部９６になっている。係脱部９６に対して固定部材８２の
ロック用係合部８７は、時計裏側から時計表面側に移動することで係合し、時計表面側か
ら時計裏面側へ移動することで係合が外れる。
【００３１】
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　すなわち、回転ベゼル８０の操作時以外のときには、回転ベゼル８０が付勢片９３で時
計表面側に付勢され、ロック用係合部８７と係脱部９６とは互いに係合している。この状
態となる位置が回転ベゼル８０のロック位置である。そして、ロック用係合部８７と係脱
部９６とが互いに係合している状態では、回転ベゼル８０は一方向および他方向の両方向
への回転がロックされる。一方、回転ベゼル８０が時計裏面側に押されることで、互いの
係合が外れる。この状態となる位置が回転ベゼル８０のロック解除位置である。
【００３２】
　また、本実施形態では、クリック片９４がクリック用係合部８５の凹部８５Ａに係合し
ている位置で、ロック片９５の係脱部９６がロック用係合部８７の切欠開口８７Ａに係合
可能となるように、凹部８５Ａおよび切欠開口８７Ａの位置が設定されている。
【００３３】
［回転ベゼルの取付手順］
　以上に説明した回転ベゼル付時計１０では、固定部材８２をベゼル本体８１にかしめ等
で取り付けて回転ベゼル８０を組み立てておく。また、ばね部材９０の脚部９２をケース
本体２０の取付孔２８に差し込み、ばね部材９０をケース本体２０に設置しておく。そし
て、回転ベゼル８０をガラス縁２２の外周に配置し、時計裏面側に向けて押し込む。こう
することで、ベゼル本体８１の内周に設けられたベゼル側係止部８６がガラス縁２２の外
周に設けられたケース側係止部２９を乗り越え、回転ベゼル８０はばね部材９０の付勢片
９３により付勢されたロック位置で保持される。
【００３４】
［回転ベゼルの状態説明］
　以下には、図５、図６をも参照し、回転ベゼル８０の操作時以外の状態および操作時の
状態について説明する。
　まず、図５に示すように、回転ベゼル８０を操作しないときには、回転ベゼル８０はば
ね部材９０の付勢片９３の付勢力によって時計表面側のロック位置にある。そして、この
状態では、回転ベゼル８０の固定部材８２に設けられたロック用係合部８７と、ばね部材
９０のロック片９５の係脱部９６とが互いに係合しており、回転ベゼル８０は一方向およ
び他方向の何れの方向にも回転せず、ロックされている。また、ベゼル本体８１に設けら
れたベゼル側係止部８６がガラス縁２２のケース側係止部２９に係止され、回転ベゼル８
０がケース本体２０から外れないようになっている。
【００３５】
　次いで、回転操作にあたり、回転ベゼル８０をばね部材９０の付勢片９３の付勢力に抗
して時計裏面側に押すと、回転ベゼル８０は付勢片９３を変形させながらロック解除位置
に移動する。すると、図６に示すように、ロック用係合部８７と係脱部９６との係合が外
れ、係脱部９６はベゼル本体８１の逃げ溝８４内に入り込む。また、回転ベゼル８０の時
計裏面側への移動により、ばね部材９０のクリック片９４がクリック用係合部８５と係合
する。なお、回転ベゼル８０の時計裏面側への移動は、クリック用係合部８５よりも内側
の周縁がケース本体２０の対向面に当接することで規制される。
【００３６】
　この後、回転ベゼル８０を押圧しながら一方向へ回転操作すると、回転ベゼル８０は付
勢片９３上を摺動するとともに、クリック用係合部８５の凹部８５Ａおよび凸部８５Ｂが
クリック片９４を変形および復帰させながらクリック片９４を通過し、回転ベゼル８０が
一方向へ回転する。この際、クリック片９４はクリック用係合部８５の凹部８５Ａに嵌り
込む度に、変形前の形状に弾性復帰して凹部８５Ａの内面を叩くこととなり、回転操作に
よるクリック感が得られる。また、回転ベゼル８０を押すことでロック用係合部８７とロ
ック片９５との係合が外れていても、クリック用係合部８５とクリック片９４とによるラ
チェット機構により、回転ベゼル８０の他方向への回転が防止される。
【００３７】
　回転ベゼル８０を回転させてクリック片９４をクリック用係合部８５の凹部８５Ａに嵌
め込んだ後、回転ベゼル８０を押すのを止めると、回転ベゼル８０は再び回転操作前の状
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態に戻る。すなわち、回転ベゼル８０は、付勢片９３に付勢されてロック位置に戻り、ク
リック片９４とクリック用係合部８５との係合が外れ、ロック片９５とロック用係合部８
７とが係合する。従って、回転ベゼル８０の一方向および他方向への回転が防止される。
【００３８】
［実施形態の効果］
（１）本実施形態によれば、回転ベゼル８０の操作時以外のときには、回転ベゼル８０を
ロック位置に保持させることができる。つまり、ロック位置では、回転ベゼル８０がばね
部材９０の付勢片９３により付勢されてばね部材９０のロック片９５と係合状態となって
おり、回転ベゼル８０の回転をロックさせておくことができる。
　これに対し、回転ベゼル８０の操作時には、回転ベゼル８０を付勢片９３による付勢力
に抗して時計裏面側に移動させる。こうすることで、回転ベゼル８０がロック解除位置に
移動し、回転ベゼル８０とばね部材９０のロック片９５との係合を外すことができる。こ
の位置では、回転ベゼル８０のクリック用係合部８５にばね部材９０のクリック片９４が
係合しており、クリック用係合部８５とクリック片９４との係脱を伴いながら回転ベゼル
８０を一方向へ回転させることができる。
　また、回転操作を止めることで、付勢片９３により回転ベゼル８０を時計表面側のロッ
ク位置に戻すことができ、ロック片９５と係合させて再びロック状態にできる。
従って、操作時以外の回転ベゼル８０の回転を確実に防止できる。
【００３９】
（２）回転ベゼル８０の回転操作中においては、クリック用係合部８５の凹部８５Ａおよ
び凸部８５Ｂがクリック片９４の先端を交互に通過することで、クリック感を得ることが
できる。
　また、ロック用係合部８７およびクリック用係合部８５の数や位置関係から、回転ベゼ
ル８０の回転操作を止めた時点では、クリック用係合部８５の凹部８５Ａにクリック片９
４を嵌り込んだ状態にでき、この状態のまま回転ベゼル８０が時計表面側に付勢されて移
動することにより、ロック片９５をロック用係合部８７と係合させることができ、回転ベ
ゼル８０の回転をロックさせることができる。つまり、回転ベゼル８０がロック解除位置
からロック位置に移動する間に、回転方向へ位置ずれする心配がなく、回転を停止させた
位置での回転ベゼル８０での表示内容を確実に維持できる。
【００４０】
（３）さらに、本実施形態では、複数のロック用係合部８７をベゼル本体８１とは別部材
である固定部材８２に設け、その固定部材８２をベゼル本体８１に固定するので、ロック
用係合部８７をベゼル本体８１に直接設ける必要がなく、ベゼル本体８１の形状を簡素化
でき、ベゼル本体８１を容易に製作できる。
【００４１】
（４）ばね部材９０には、付勢片９３の他、クリック片９４、およびロック片９５といっ
た異なる機能を有する片が一体に設けられているので、それらの片を別々に設けるよりも
部品点数を少なくでき、部品の取扱やケース本体２０への組込を容易にできる。
【００４２】
（５）回転ベゼル８０は、ベゼル本体８１に設けられたベゼル側係止部８６をケース本体
２０のケース側係止部２９に係止させることで取り付けられており、回転ベゼル８０が損
傷等して交換が必要な場合には、それらの係止を外すことで回転ベゼル８０を簡単に交換
でき、アフターサービスを容易にできる。
【００４３】
〈第２実施形態〉
　図７は、本発明の第２実施形態に係る回転ベゼル付時計の固定部材２８２およびばね部
材２９０を示す拡大斜視図である。図８は、本実施形態での回転ベゼル２８０の回転操作
時以外の状態を示す拡大断面図である。図９は、本実施形態での回転ベゼル２８０の回転
操作時の状態を示す拡大断面図である。
【００４４】
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　本実施形態では、回転ベゼル２８０を構成するベゼル本体２８１および固定部材２８２
の形状、ばね部材２９０の形状が、第１実施形態で説明した回転ベゼル８０のベゼル本体
８１および固定部材８２とは異なる。
　図７～図９において、ベゼル本体２８１の内周側に近い位置には、固定部材２８２固定
用の固定部２８３が設けられ、外周側に近い位置には、逃げ溝２８４が設けられている。
そして、固定部材２８２では、その内周部分から径方向の内側に延出するように一対の固
定片２８８が設けられている。さらに、固定部材２８２では、外周部分から内側に向けて
切欠された複数の切欠開口２８７Ａによりロック用係合部２８７が設けられ、このロック
用係合部２８７に対して径方向の内側にずれた位置にクリック用係合部２８５が設けられ
ている。ここで、クリック用係合部２８５としては、複数の凹部２８５Ａが固定部材２８
２の表裏を貫通する四角形状の開口として構成され、凸部２８５Ｂが前後の凹部２８５Ａ
間に存在する板状部分として構成されている。
【００４５】
　このような固定部材２８２においても、詳細な図示を省略するが、四角形状の切欠とし
て形成された切欠開口２８７Ａの時計表面側の辺縁のうち、回転方向の前後に位置する辺
縁２８７Ｂは、ばね部材２９０のロック片２９５の係脱がスムーズに行われるように面取
りされており、面取りされた辺縁に案内されるようにして固定部材２８２側がロック片２
９５に嵌り込んで係合する。同様に、四角形状の開口であるクリック用係合部２８５の凹
部２８５Ａでは、その時計裏面側の辺縁のうち、回転方向の前後に位置する辺縁２８５Ｃ
がばね部材２９０のクリック片２９４の係脱がスムーズに行われるように面取りされてい
る。
【００４６】
　ケース本体２２０に取り付けられる本実施形態のばね部材２９０では、ロック片２９５
は本体部２９１の外周から径方向の外側に延出した延出片の曲げ加工により形成されてい
るが、その先端は時計表面側に位置するよう、基端側を本体部２９１に対して鉛直に折曲
して形成されている。ロック片２９５の係脱部２９６はロック片２９５の先端を径方向の
内側に向けて折曲することで形成されている。このような係脱部２９６に対して、固定部
材２８２の外周側でロック用係合部２８７が時計厚さ方向に係脱する。
【００４７】
　図８、図９に示すように、本実施形態でも、回転ベゼル２８０の操作時の動きや、操作
時以外の動きについては、第１実施形態と同じである。つまり、図８では、回転ベゼル２
８０がロック位置にある。この位置では、ロック片２９５の係脱部２９６がロック用係合
部２８７の切欠開口２８７Ａに係合しており、回転ベゼル２８０の一方向および他方向へ
の回転が防止される。図９では、回転ベゼル２８０がロック解除位置にある。この位置で
は、ロック片２９５の係脱部２９６とロック用係合部２８７の切欠開口２８７Ａとの係合
が外れており、回転ベゼル２８０の一方向への回転が許容される。回転ベゼル２８０の取
付手順も第１実施形態と同じであり、ここでの説明を省略する。
　本実施形態によれば、第１実施形態で説明した（１）、（２）、（４）、（５）の効果
を同様に得ることができ、また、本実施形態の特有な構成により、以下の効果がある。
【００４８】
（６）すなわち、本実施形態によれば、ロック用係合部２８７に加えてクリック用係合部
２８５もが固定部材２８２に設けられているので、クリック用係合部２８５をベゼル本体
２８１に直接設ける必要がなく、ベゼル本体２８１の形状をさらに簡素化でき、ベゼル本
体２８１を一層容易に製作できる。
【００４９】
〈第３実施形態〉
　図１０は、本発明の第３実施形態に係る回転ベゼル付時計のばね部材３９０を示す斜視
図である。図１１は、本実施形態での回転ベゼル３８０の回転操作時以外の状態を示す拡
大断面図である。図１２は、回転ベゼル３８０の回転操作時の状態を示す拡大断面図であ
る。図１３は、回転ベゼル３８０の回転操作時以外の状態を示す別の断面位置の拡大断面
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図でり、図１４は、回転操作時の状態を示す前記別の断面位置の拡大断面図である。図１
５は、回転ベゼル３８０の回転操作時以外の状態を示すさらに別の断面位置での拡大断面
図であり、図１６は、回転操作時の状態を示す前記さらに別の断面位置での拡大断面図で
ある。
【００５０】
　図１０～図１６に示すように、本実施形態では、ばね部材３９０がケース本体３２０に
固定される第１ばね部材１１０と、第１ばね部材１１０および回転ベゼル３８０間に配置
され、時計厚さ方向に移動可能な第２ばね部材１２０とを備えて構成されている。
回転ベゼル３８０の裏面には、周方向に沿って交互に配置された複数の凹部３８５Ａおよ
び凸部３８５Ｂを有する係合部３８５が設けられている。
【００５１】
　ばね部材３９０の第１ばね部材１１０は、本体部１１１の外周部分に設けられた脚部１
１２を介してケース本体３２０の取付孔２８に圧入等されている。第１ばね部材１１０に
は、付勢片３９３が一体に設けられている。付勢片３９３は、第２ばね部材１２０を介し
て回転ベゼル３８０を時計表面側に付勢し、第２ばね部材１２０を常時回転ベゼル３８０
の裏面に当接させている。付勢片３９３は、傾斜の向きが異なるように一対ずつ、計４つ
が設けられ、回転ベゼル３８０を安定して保持できるようになっている。また、第１ばね
部材１１０には、一対のロック片３９５が一体に設けられている。ロック片３９５は、第
２ばね部材１２０に設けられた貫通開口１２３を貫通してその先端が回転ベゼル３８０に
設けられた係合部３８５と係脱する。
【００５２】
　第２ばね部材１２０は、本体部１２１の外周部分に設けられた脚部１２２が設置面２７
の挿入孔３８１（図１５、図１６参照）に挿抜自在に挿入され、時計厚さ方向に移動可能
である。第２ばね部材１２０には、一対のクリック片３９４が一体に設けられている。ク
リック片３９４は、ラチェット機能により係合部３８５と係脱して回転ベゼル３８０の一
方向への回転を許容し、他方向への回転を防止する。
【００５３】
　ここで、本実施形態のロック片３９５は、先端に向かうに従って時計表面側に近づくよ
うに本体部１１１から傾斜した状態に起こされており、ロック片３９５の基端から先端に
向かう方向は、回転ベゼル３８０の回転方向（矢印Ａ参照）に対して逆向きである。ロッ
ク片３９５の先端は、時計表面側を向くように折曲しており、先端が係合部３８５に対し
て斜め方向から嵌り込む。
【００５４】
　このため、ロック片３９５に着目すれば、係合部３８５と係合した状態では、回転ベゼ
ル３８０を一方向に回転させようとすると、係合部３８５の凸部３８５Ｂがロック片３９
５の先端に引っかかり、一方向への回転が防止されることとなる。一方で、回転ベゼル３
８０の他方向への回転は、クリック片３９４によって防止される。すなわち、本実施形態
では、クリック片３９４およびロック片３９５によって、回転ベゼル３８０の操作時以外
のときの回転ベゼル３８０の一方向および他方向への回転が防止される。
【００５５】
　また、本実施形態では、係合部３８５が第１、第２実施形態で説明したクリック用係合
部８５，２８５およびロック用係合部８７，２８７の両方の機能を有している。そして、
本実施形態では、第１、第２実施形態のようなロック用係合部８７，２８７が設けられた
固定部材８２，２８２が不要である。
【００５６】
　図１０～図１２において、第１ばね部材１１０の本体部１１１には、周方向の複数箇所
（本実施形態では４箇所）にストッパ片１１３が設けられている。ストッパ片１１３は、
本体部１１１の外周部分の一部を切り起こして形成されている。このようなストッパ片１
１３は、回転ベゼル３８０の操作時において、回転ベゼル３８０がロック解除位置にある
とき、第２ばね部材１２０が当接し、その位置を規制している。
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【００５７】
　つまり、第２ばね部材１２０が回転ベゼル３８０と共にロック解除位置にある場合では
、回転操作によって係合部３８５の凸部３８５Ｂがクリック片３９４を押圧して通過する
。この際、その押圧によって第２ばね部材１２０全体がさらに時計裏面側に移動してしま
っては、クリック片３９４が十分に弾性変形しない。従って、第２ばね部材１２０をスト
ッパ片１１３に当接させて支持することで、第２ばね部材１２０がさらに移動するのを規
制し、クリック片３９４を十分に弾性変形させて良好なクリック感が得られるようになっ
ている。
【００５８】
　第２ばね部材１２０の本体部１２１に設けられた貫通開口１２３において、貫通したロ
ック片３９５と近接する側の片縁には、第１ばね部材１１０側に延出した押圧部１２４が
設けられている。押圧部１２４は、回転ベゼル３８０の時計厚さ方向の移動によりロック
片３９５を押圧して係合部３８５から外す。押圧部１２４は、ロック片３９５の延出方向
の中央よりも基端側を押圧するように設けられている。回転ベゼル３８０と共に第２ばね
部材１２０が時計裏面側に押された際、その移動量によってロック片３９５が大きく変形
し、係合部３８５から確実に外れるようになっている。
【００５９】
　以上に説明した実施形態では、第１ばね部材１１０をケース本体３２０に設置し、この
第１ばね部材１１０に重ねるように第２ばね部材１２０を設置しておく。そして、回転ベ
ゼル３８０をガラス縁２２の外周に配置し、時計裏面側に向けて押し込む。こうすること
で、回転ベゼル３８０のベゼル側係止部８６がガラス縁２２のケース側係止部２９を乗り
越える。この結果、回転ベゼル３８０は、第１ばね部材１１０の付勢片３９３により、第
２ばね部材１２０を介して付勢され、付勢された状態でロック位置に保持される。
【００６０】
　以下には、図１１～図１６に基づき、回転ベゼル３８０の操作時以外の状態および操作
時の状態について説明する。
　まず、図１１、図１３、図１５に示すように、回転ベゼル３８０を操作しないときには
、回転ベゼル３８０は第１ばね部材１１０の付勢片３９３の付勢力により、第２ばね部材
１２０を介して時計表面側に付勢され、ロック位置にある。この位置では、回転ベゼル３
８０に設けられた係合部３８５の凹部３８５Ａに対して、第１ばね部材１１０のロック片
３９５と第２ばね部材１２０のクリック片３９４との両方が係合しており、回転ベゼル３
８０は一方向および他方向の何れの方向にも回転せず、ロックされている。
【００６１】
　次いで、回転操作にあたり、回転ベゼル３８０を付勢片３９３の付勢力に抗して時計裏
面側に押すと、回転ベゼル３８０は付勢片３９３を変形させながら時計裏面側に移動する
。すると、図１２、図１４、図１６に示すように、第２ばね部材１２０も共に移動する。
これにより、第２ばね部材１２０の押圧部１２４がロック片３９５を押圧し、係合部３８
５からロック片３９５が外れる。
【００６２】
　この後、回転ベゼル３８０を押圧しながら一方向へ回転操作すると、係合部３８５の凹
部３８５Ａおよび凸部３８５Ｂがクリック片３９４を変形および復帰させながらクリック
片３９４を通過し、回転ベゼル３８０が一方向へ回転する。この際、クリック片３９４は
係合部３８５の凹部３８５Ａに嵌り込む度に、変形前の形状に弾性復帰して凹部３８５Ａ
の内面を叩くこととなり、回転操作によるクリック感が得られる。また、回転ベゼル３８
０を押すことで係合部３８５とロック片３９５との係合が外れていても、係合部３８５と
クリック片３９４とによるラチェット機構により、回転ベゼル３８０の他方向へ回転が防
止される。
【００６３】
　回転ベゼル３８０を所望の位置まで回転させた後、回転ベゼル３８０を押すのを止める
と、再び操作前のロック位置に戻る。すなわち、回転ベゼル３８０は、付勢片３９３に付
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ク片３９５も係合部３８５と係合する。従って、回転ベゼル３８０の一方向および他方向
への回転が防止される。
【００６４】
　本実施形態によれば、第１、第２実施形態とは構成が異なるが、回転ベゼル３８０の操
作時以外のときには、クリック片３９４とロック片３９５とが共に係合部３８５に係合し
ていることで、回転ベゼル３８０の一方向および他方向への回転を防止でき、前述した（
１）の効果を同様に得ることができる。また、本実施形態の特有な構成により、以下の効
果を得ることができる。
【００６５】
（７）ばね部材３９０は、第１ばね部材１１０および第２ばね部材１２０の２部材により
構成されているが、本実施形態では、第１、第２実施形態で用いられたような固定部材が
不要なことから、そのような固定部材をかしめ等によってベゼル本体に固定する作業を省
くことができ、組立作業を一層容易にできる。
【００６６】
（８）操作時以外のときには、もともと係合部３８５と係合したクリック片３９４により
、回転ベゼル３８０の他方向への回転が防止されるから、ロック片３９５としては、係合
部３８５と係合して回転ベゼル３８０の一方向への回転を防止可能な形状であればよく、
簡易な形状にできる。
【００６７】
（９）本実施形態での回転ベゼル３８０としては、ロック用係合部が設けられた固定部材
が不要であるから、従来の回転ベゼル付時計に用いられている回転ベゼルを流用すること
ができ、回転ベゼル３８０を新たに設計するといった手間を省くことができる。
【００６８】
　なお、本発明は、前記各実施形態に限定されず、本発明の目的を達成できる範囲での改
良や変更等は、本発明に含まれる。
　例えば、前記第１、第２実施形態では、クリック片９４，２９４の先端の形状として、
回転ベゼル８０，２８０の一方向への回転を許容し、他方向への回転を防止するように設
けられていた。これに対し、クリック片の先端を時計裏面側に折曲した形状にするなど、
回転ベゼルの操作時には、回転ベゼルを一方向と他方向との両方向に回転できるようにし
てもよい。
【００６９】
　その他、クリック用係合部の凹凸部や、ロック用係合部の切欠開口、付勢片、クリック
片、ロック片等について、それらの具体的な数あるいは具体的な形状などは、前記各実施
形態に限定されず、本発明を実施するにあたって適宜に決められてよい。
【符号の説明】
【００７０】
　１０…回転ベゼル付時計、２０，２２０，３２０…ケース本体、８０，２８０，３８０
…回転ベゼル、８１，２８１…ベゼル本体、８２，２８２…固定部材、８５，２８５…ク
リック用係合部、８７，２８７…ロック用係合部、９０，２９０，３９０…ばね部材、９
３，３９３…付勢片、９４，２９４，３９４…クリック片、９５，２９５，３９５…ロッ
ク片、１１０…第１ばね部材、１２０…第２ばね部材、１２４…押圧部、３８５…係合部
。
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